工学部二年次の語学科目選択の動機分析 by アプドゥハン 恭子 et al.
工学部二年次の語学科目選択の動機分析
著者 アプドゥハン 恭子, 李 郁?, 児玉 恵美
雑誌名 九州工業大学教養教育院紀要
号 2
ページ 1-16
発行年 2018-02-28
URL http://hdl.handle.net/10228/00006512
Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja
Abstract
  This research, as continuation on the survey of Lee et al. (2016), investigates  how sophomore 
students select their next language course for their second year. In their first year, the students have 
to take the required English course and elective German/Chinese/French/Korean language course. 
After their first year, the students can continue to take the advanced English course or the foreign 
language that they took in their first  year.
  In our survey, we first analyzed whether the foreign language course that they took during 
their first year was their first choice or second choice, and if it has an effect on their grades. The 
result,showed that there was no significant difference between the two cases.
  We also conducted a questionnaire survey on their next choice of the four foreign languages and 
the reason why they choose it. Students who chose to continue to learn the foreign language that 
they are currently studying are as follows: 62.8% German, 77.8% Chinese, 53.1% French and 68.1% 
Korean. This shows that there are many students who wish to continue learning these  languages.
  We analyzed the result of free description using the KJ method (Kawakita1967). Their 
motives could be classified into the following 8 big-groups; 【improvement of language skills】, 
【practical purpose】, 【interest in language】, 【satisfaction to learning】, 【choice by avoidance】, 
【necessity】, 【familiarity】 and 【others】.
  In the case of Chinese, 【satisfaction to the learning】 was high. It showed that the course 
contents and class atmosphere have a  big influence. 【practicality】 application for tourists, and the 
【familiarity】 of the Chinese characters were also high compared to other languages.
  The reasons for choosing the other three languages showed similar ratings. The most common is 
【improvement of language skills】, which consists of  〔Aim for level up〕, 〔I want to acquire skills〕, 
工学部二年次の語学科目選択の動機分析
（平成29年11月22日　受理）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 言語系　アプドゥハン　恭子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　李　　　郁　蕙（広島大学）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　児　玉　恵　美（広島修道大学）
A Motivation Analysis of Sophomore Students 
in Selecting Language Subjects at the Faculty of 
Engineering
(Received November 22, 2017)
　　　　　　　　　　Kyushu Institute of Technology   Kyoko  APDUHAN
　　　　　　　　　　　　　　Hiroshima University   Yuhui  LEE
　　　　　　　　　　　Hiroshima Shudo University   Emi KODAMA
 アプドゥハン　恭子、李　　　郁　蕙、児　玉　恵　美
and 〔I want to continue a little more〕. The reasons 〔I want to be able to talk〕 and 〔I want to be able 
to read〕 showed that they have specific goals in improving their foreign language skills  further.
  Therefore, it is necessary to encourage students to steadily improve their language skills and to 
support the students’ wish to use  it.
１．背景と目的
　本研究は、李・児玉・アプドゥハン（2017）の調査に引き続き、工学部の学生が入学
時に選択した初修外国語を一年間履修した後、二年次の語学科目をどのように選択する
のかを調査し、その結果をまとめたものである。九州工業大学工学部では、2015年度
入学生に対し、英語を含む言語科目単位の修得を旧来の 10単位から 12単位とし1）、一
年次では英語 4 単位と初修外国語2単位、必要単位数の半分に当たる 6 単位を履修する。
残りの6単位は二年次で、英語4単位と選択語学科目 2 単位に分かれている。その選択
語学科目2単位は、一年次に履修した初修外国語科目を継続するか上級英語科目を履修
するか、自由に選択する仕組みである。
　初修外国語科目は中国語、ドイツ語、フランス語、韓国語と四つの言語から構成され
ている。筆者らによる一年次の履修希望の調査では、2015年度の新入生が第一希望と
して挙げた言語は多い順に、中国語、ドイツ語、フランス語、韓国語であった。また、
その選択動機については、自由記述による KJ法の分析により、多い順に【実用目的】
（39.7％）、【個人的関心】（20.8％）、【国際情勢】（20.7％）、【言語の特性】（14.2％）、【周
囲からの影響】（4.3％）、【その他】（0.3％）の6個の大グループにまとめられた。この
選択動機を言語別で見ると、中国語では「実用目的」、ドイツ語・フランス語では「個
人の関心」、韓国語では「国際情勢」が最も多く、国別での違いが示された。
　しかしながら、実際クラスの開講数や規模などにより、全員が必ずしも第一希望どお
りの言語を履修できるとは限らない。具体的には、当年度新入生530名のうち、第一希
望ではなく第二希望の言語に振り分けされた学生が115名、希望未提出のため言語を指
定された学生が 35 名、合わせて150名（28%）が第一希望以外の言語を履修することとなっ
た。この状況が履修成績や二年次の語学選択に与えた影響を調査することは、その後の
クラス数調整や選択の自由を確保することの必要性を判断する際に役立つと考える。
　大学生を対象とした初修外国語学習動機に関する調査は、前稿の李ほか（2017）で取
り上げた日本独文学会ドイツ語教育部会（1999）、埼玉大学全学教育・学生支援機構全
学教育企画室（2008）、藤原（2010）、東北大学高等教育開発推進センター（2012）の
2016年度に教養教育院が発足し、その下で工学部と情報工学部共通の教養教育科目カリキュラム
が 2017年度入学生から改正された。言語科目履修単位は再び 10 単位となったが、一年次初修外国
語と二年次選択語学科目の選択システムは基本的に変わらない。
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ほか、本研究に関連する例を付け加えると、水原（1997）や長澤・村山（1999）がある。
まず、水原（1997）は大学一年生と二年生の中国語学習者にアンケートを実施し、学習
動機から学習達成目標、継続希望まで調査した。その結果によると、学習動機では「中
国や中国語に興味があったから」が最も多く、次いで「外国人とのコミュニケーション
や国際交流に役立つから」「就職に有利だから」の順であった。このような積極的な動
機から学習達成目標が「生活に必要な日常会話ができる程度」「中国旅行で使える程度」
と実用的に設定され、また必要単位取得後も「中国語学習を続けたい」及び「大学では
必要単位を取ればもう学習しないが、将来機会があればまた学習したい」への回答が高
く、継続学習を希望する学生が多いことが示されていた。一方、フランス語、ドイツ語、
中国語、英語の四言語からなる神戸親和女子大学の必修外国語科目について調査した長
澤・村山（1999）では、選択動機としてフランス語は「言語にまつわるイメージにひか
れ」、ドイツ語と中国語は「その言語そのものに関心があった」、英語は「卒業社会で役
立つかもと思った」がそれぞれ一位となっている。継続希望を直接尋ねているわけでは
ないが、履修を希望する上級外国語科目として英語が最も多く挙げられ、中国語、フラ
ンス語、ドイツ語がそれに続いている。
　学習する言語の継続希望に関して、水原（1997）においてはかなり高い率で見られ、
長澤・村山（1999）では英語が選択されていた。しかしながら、水原（1997）では「中
国語学習を続けたい」との回答が中国語を主専攻とする学生に集中し、全体的に見れば
「将来機会があればまた学習したい」との回答が多く占めていることから、継続希望と
一括りするには無理がある。これに対し、長澤・村山（1999）においても選択できる上
級外国語科目が言語によって一定数ではないうえ、複数回答が可能なため、実際の希望
数を把握しているとはいいがたい。
　これらとは別に、学習の継続動機を直接取り上げた研究として、韓国語学習者を対象
とした高（2012）の調査がある。その中では、学習継続意識と学習者要因として特に「達
成動機」「目標言語開始動機」「文化に対する態度」との関係について分析を行い、学習
継続意識と「目標言語開始動機」「文化に対する態度」との間に中程度の正の相関、学
習継続意識と「達成動機」との間に弱い正の相関が示されたことを報告している。また、
韓国人日本語学習者を対象とした高（2016）では、「日本語能力試験の受験経験」と「日
常生活で授業以外のところで日本語に接する機会」の有無が学習継続意識に影響すると
付け加えられている。
　一方、初修外国語に限らず、およそ外国語学習の継続動機に関する先行研究へ目を向
ければ、岩本（2010）がある。同調査はMurphey, Chen,J., ＆ Chen,L.C.（2004） の言
語学習ヒストリーと Shoaib ＆ Dörnyei（2004）の動機構成概念を援用し、学習継続の
ための原動力として「学習支援者の存在」「自己効力感」「成功体験」「自律学習」を明ら
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かにした。その分析によると「学習支援者」とは同じ外国語を学習する仲間や、親、友
人、教師を指し、その存在との相互作用によって学習姿勢が左右されやすいという。「自
己効力感」は試験や課題で好成績を収めるなど、学習の進歩を実感すれば高まるのに対
し、「成功体験」は学習そのものを楽しい、嬉しいと感じることで積み重なっていく。
これらに加え、学習者が主体となる「自律学習」も学習動機の維持と向上につながるこ
とが結論付けられている。
　以上のことから、学習言語を選択する動機については、その学習を継続する上で林ほ
か（2006）が取り上げた 3 つの要因、すなわち「社会文化的要因」「学習環境要因」
「学習者要因」のうち、後二者が重要な役割を果たすと考えられていることが分かる。
しかし、高（2012）は大学の一年生から四年生を、岩本（2010）は日米大学の日本語学
習者と英語学習者をそれぞれ対象としており、調査対象者の学習経験や学習レベルが統
制されていない。そのため、本研究では、李ほか（2017）の調査を継続し、入学したば
かりであった大学一年生が約一年間の初修外国語学習を通して、①履修した語学が第一
希望であった者とそれ以外との者とで学習成績に違いが見られるか、②二年次となる際
にどのような動機を伴い選択語学科目を選択するのか、について調査することを目的と
する。本研究の調査対象者は、共通したシラバスと教科書を通して学習するため、学習
経験がほぼ同じであると考えられる。このような統制された条件下での学習の継続動機
の検討は、今後のクラス調整や選択自由度確保の必要性を判断する際に非常に重要な指
標となるだろう。そして同時に、大学生が大学在学期間中に外国語を学習することに対
し、どのように考えているのか、その実態を把握できると考える。
２．方法
　調査対象：工学部の大学一年生526名に調査を実施した。そのうち未記入のあった55
名、本調査の回答に不備のあった3名、合わせて58名を除いた468名（男性411名、女
性 57 名）にて続く分析を行った。平均年齢は男性19.12 歳（SD＝0.72）、女性19.18 歳
（SD＝0.54）であった。有効回答者数は、全体の89.0％であった。
　調査内容：
　①工学部事務部教務係の協力を得て、各個人の前期・後期の成績を収集した。
　②二年次からの語学選択について、現在履修中の初修外国語科目（ドイツ語、中国語、
フランス語、韓国語）を継続履修するか、上級英語科目に切り替えるか、選択してもらっ
た。
　③選択した語学について、各々の希望理由を自由記述で回答してもらった。
　手続き：後期が終了する直前の 1 月末の初修外国語科目の授業で、欠席者を除き、
クラス全員に質問紙調査を配布し、その場で調査を実施した。なお、成績については、
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後期の成績評価が確定した 3 月に収集した。
　調査時期：2016年1月
３．結果
　（１）第一希望言語とそれ以外の言語による学習成績の比較
　選択語学の学習において、第一希望の言語を学習した者と第一希望以外の言語を学習
した者とで、学習成績に違いがあるかについて、前期のテスト得点と後期のテスト得点
を t検定にて比較した結果、両者に有意な差は見られなかった（表1）。
表 1　第一希望言語とそれ以外の言語によるテスト平均得点の比較
前期 後期
第⼀希望（n=333） 78.95（ SD=11.31 ） 76.86（ SD=16.21 ）
第⼀希望以外（n=135）  78.16（ SD=14.30 ） 78.36（ SD=13.20 ）
t値 0.63 -0.95
　　　　　　　　 （点）
　（２）二年次希望言語調査
　二年次の語学選択において、現在履修中の初修外国語科目の継続履修を希望した人
は、ドイツ語81名（62.8%）、中国語167名（77.8%）、フランス語43名（53.1%）、韓国
語 62名（68.1%）であった（表2）。なお、二年次で初修外国語を継続希望しなかった
者は、自動的に英語選択となる。
表２　二年次履修言語希望調査の結果
一年次履修言語 人数 二年次履修希望 人数
ドイツ語 129
継続履修 81（62.8%）
英語 48（37.2%）
中国語 167
継続履修 130（77.8%）
英語 37（22.2%）
フランス語 81
継続履修 43（53.1%）
英語 38（46.9%）
韓国語 91
継続履修 62（68.1%）
英語 29（31.9%）
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　（３）KJ 法による希望理由の検討
　二年次で学ぶ言語の希望理由に関する自由記述の分析にはKJ法（川喜田、1967）を
用いた。KJ法は得られたデータを意味単位に区切り、類似すると思われるものを予見
なく集めて共通する名前をつけ、次にそのグループの名前の類似するものをまとめるこ
とを繰り返し、ボトムアップの方法でデータの特徴を明らかにするものである。
　この KJ法に基づき、468名分の履修希望の理由について、記述内容を全て書き出し
意味単位ごとに区切ると、合計560個の回答が得られた。筆者ら三名が、内容の上で互
いに類似したものを集めて分類し、意見が一致しなかったものについてはその都度合議
の上、決定した。まず 92 個の小グループにまとめられた。続けてその各小グループを
言い表す言葉で名前付けを行い、36 個の中グループに分類した。そして最終的に【言
語技能の向上】【実用目的】【言語への興味】【学習への満足度】【回避的選択】【必要性】
【馴染みやすさ】【その他】の 8 個の大グループに分類された（表３）。なお、表３では
言語別の記述数も示し、大グループ、中グループの見出の下に記載してある数値は記述
数を表す（以下文中では、大グループを【】、中グループを〈〉、小グループを〔〕で記載
する）。
大グループ 中グループ 小グループ 記述数
選択言語別記述数
ドイツ語
（N=89）
中国語
（N=168）
フランス語
（N=51）
韓国語
（N=73）
英語
（N=179）
言語技能の向上
194
レベルアップを目指す
113
より深く学びたい 75 30 26 4 10 5
レベルアップしたい 34 10 3 3 18
力が実感できた 3 3
レベルが高い授業を受けたい 1 1
スキルを身に付けたい
45
身に付けたい 7 1 1 5
定着させたい 3 2 1
話せるようになりたい 23 2 2 6 4 9
読めるようになりたい 5 1 1 3
実践的に使いたい 6 1 1 4
聞き取れるようになりたい 1 1
もう少し続けたい
36
継続したい 6 1 1 3 1
まだ学習し足りない 24 7 2 5 7 3
まだ知らないことが多そうだか 1 1
まだ面白くないから 1 1
もっと親しみたいから 1 1
苦手だから勉強したい 3 苦手だから勉強したい 3 3
表3　希望理由の分類結果
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大グループ 中グループ 小グループ 記述数
選択言語別記述数
ドイツ語
（N=89）
中国語
（N=168）
フランス語
（N=51）
韓国語
（N=73）
英語
（N=179）
実用目的
87
使用人口が多い
28
多く使われている 3 3
使用機会が多い 15 4 1 10
広く使われている 3 3
話者人口が多い 2 2
世界共通語 5 5
有用性がある
25
役に立つから 19 1 5 2 1 10
実用的である 6 1 5
将来に生かすため10
仕事に生かすため 3 1 1 1
将来のため 4 1 1 2
留学のため 2 2
建築について学びたいから 1 1
試験や資格のため
7
資格検定のため 5 5
院試に使うから 1 1
就職する時に評価されるから 1 1
交流したい
7
交流できるから 4 2 2
海外旅行をする上で利点が多いから 1 1
来日する人が多いから 2 2
行くことを想定しているから 
6
その国に行きたいから 3 1 1 1
行く可能性がある 3 1 2
良い成績のため 4 良い成績のため 4 4
言語への興味
87
多様な言語を学びたい 26
様々な言語を学びたい 7 1 1 4 1
英語以外も学びたい 17 4 7 3 3
多文化理解が深まるから 1 1
視野が広がるから 1 1
興味があるから 20 興味がある 20 10 4 1 4 1
特定の言語を学びたい 11
その言語を学びたいから 10 2 1 3 4
自分の学びたい第二言語である 1 1
授業でしか学べないから 10 授業でしか学べない 10 1 4 2 3
一つの言語に集中したい
7
英語学習に集中したい 5 5
英語力が落ちてきているから 1 1
2つの外国語を学ぶのに不安があるから 1 1
好きだから 7 好きだから 7 1 1 1 1 3
その国のことを学びたい 4
その国について知りたい 3 2 1
見習うべき点が多い国だから 1 1
英語のほうがいい 1 英語のほうがいい 1 1
話す人が少ないから 1 話す人が少ないから 1 1
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大グループ 中グループ 小グループ 記述数
選択言語別記述数
ドイツ語
（N=89）
中国語
（N=168）
フランス語
（N=51）
韓国語
（N=73）
英語
（N=179）
学習への満足度
74
楽しいから 32 楽しいから 32 3 21 3 5
授業への肯定的評価
27
授業が分かりやすいから 4 1 3
授業の充実 3 3
先生が良かったから 17 2 13 2
授業が新鮮だから 1 1
ラフに受講できるから 1 1
モチベーションが上がるから 1 1
おもしろいから 14 おもしろいから 14 3 8 1 2
良かったから 1 良かったから 1 1
回避的選択
62
苦手なものを避ける
39
苦手な言語を避けるため 20 4 8 2 5 1
難しかったから 16 1 1 14
自分に向いていないから 1 1
内容をすぐに忘れてしまうため 1 1
荷が重いタスクがあるから 1 1
否定的な評価をした授業を避ける
10
授業内容が役立ちそうでない 2 2
その授業を取りたくないから 7 1 3 1 1 1
成績の付け方に不満だったから 1 1
嫌なものを避ける
5
嫌だったから 3 1 2
楽しくなかったから 1 1
その国の人を嫌いになったから 1 1
消極的選択
4
変える必要が ないから 2 1 1
教材が１つ減るから 1 1
まだマシだから 1 1
不必要なことをしない
4
必要性を感じない 3 3
学び終えたから 1 1
必要性
26
必要である
24
必要だから 16 2 14
重要だから 5 5
学ぶべきだから 3 1 2
国際化社会のため 2 国際化社会のため 2 2
馴染みやすさ
25
簡単である
12
簡単だから 4 2 1 1
学びやすいから 7 2 4 1
英語よりも入ってくるから 1 1
親しみがある
7
馴染み深いから 2 1 1
慣れているから 3 1 2
少し話せるから 1 1
より親しみやすいから 1 1
得意である
5
得意だから 3 2 1
自分に向いているから 2 1 1
皆と同じタイミングで始めたから 1 皆と同じタイミングで始めたから 1 1
その他　5 特になし　5 特になし　 5 2 1 1 0 1
合計 560 89 168 51 73 179
   
工学部二年次の語学科目選択の動機分析
　希望理由を大グループで見てみると、【言語技能の向上】が全体の回答数の34.6％と
最も多く、続いて【実用目的】（15.5％）と【言語への興味】（15.5％）、【学習への満足度】
（13.2％）、【回避的選択】（11.1％）、【必要性】（4.6％）、【馴染みやすさ】（4.5％）【その他】
（0.9％）の順であった（図 1）。
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図１　大グループの構成
　（４）言語別の傾向検討
　各言語における履修希望理由の違いを比較するために、言語別での大グループの内訳
を図 2 に示す。
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図２　大グループの言語別内訳
0 アプドゥハン　恭子、李　　　郁　蕙、児　玉　恵　美
　ドイツ語とフランス語と韓国語の三言語とも、【言語技能の向上】が履修希望動機の
40%以上に見られ、次いで【言語への興味】、【学習への満足度】、【回避的選択】の順で
あった。それに対し、中国語では【学習への満足度】が最も多く、次いで【言語技能の
向上】、【実用目的】、【言語への興味】の順であった。英語が苦手などの理由で初修外国
語の継続履修を選択した、いわゆる【回避的選択】はどの言語にも見られるが、その数
は一割前後にすぎなかった。また、【必要性】から選択した言語は中国語（5個、3.0%）
とフランス語（1個、2.0%）で、ドイツ語と韓国語には見られず、反対に英語では 
117.％（21個）であった。一方、【馴染みやすさ】が挙げられていたのは中国語（13 個、
7.7％）と韓国語（5 個、6.8％）のみであった。
　ただし、同じ大グループでも、そこに含まれる中グループとの関係を各言語によって
比較すると、各言語での希望する理由において具体的に重視する部分が異なっていた。
まず、【言語技能の向上】では、言語による違いが顕著であり、ドイツ語と中国語を希
望する場合は〈レベルアップを目指す〉が顕著に多いのに対し、フランス語と韓国語の
場合は、＜レベルアップを目指す＞＜スキルを身に付けたい＞＜もう少し続けたい＞がほ
ぼ同数であった（図3-1）。なお、英語では、＜レベルアップを目指す＞＜スキルを身に
付けたい＞が多く挙げられていた。
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図3−1　【言語技能の工場】に含まれる言語別の中グループ内訳
工学部二年次の語学科目選択の動機分析
　また、【言語への興味】では、＜多様な言語を学びたい＞が中国語とフランス語と韓国
語でもっとも多く見られ、ドイツ語では＜興味があるから＞に関する記述がもっと多かっ
た。他方、＜授業でしか学べない＞という記述が英語以外に見られた（図3-3）。
10 

ᅗ  ࠙ゝㄒᢏ⬟ࡢྥୖࠚ࡟ྵࡲࢀࡿゝㄒูࡢ୰ࢢ࣮ࣝࣉෆヂ

୍᪉࠙ࠊ ᐇ⏝┠ⓗࠚࡣࠊ୰ᅜㄒ࡛㸺౑⏝ேཱྀࡀከ࠸㸼㸺᭷⏝ᛶࡀ࠶ࡿ㸼㸺஺ὶࡋࡓ࠸
㸼㸺Ⰻ࠸ᡂ⦼ࡢࡓࡵ㸼࡟㛵ࡍࡿグ㏙ࡀぢࡽࢀࡓࠋ୍᪉ⱥㄒ࡛ࡣࠊ㸺౑⏝ேཱྀࡀከ࠸㸼
㸺᭷⏝ᛶࡀ࠶ࡿ㸼࡟ḟ࠸࡛ࠊ㸺ヨ㦂ࡸ㈨᱁ࡢࡓࡵ㸼࡟㛵ࡍࡿグ㏙ࡀぢࡽࢀࡓࡇ࡜ࡀ≉
ᚩ࡛࠶ࡗࡓ㸦ᅗ 㸧ࠋ


ᅗ  ࠙ᐇ⏝┠ⓗࠚ࡟ྵࡲࢀࡿゝㄒูࡢ୰ࢢ࣮ࣝࣉෆヂ

ࡲࡓ࠙ࠊ ゝㄒ࡬ࡢ⯆࿡ࠚ࡛ࡣࠊࠑከᵝ࡞ゝㄒࢆᏛࡧࡓ࠸ࠒࡀ୰ᅜㄒ࡜ࣇࣛࣥࢫㄒ࡜㡑
ᅜㄒ࡛ࡶࡗ࡜ࡶከࡃぢࡽࢀࠊࢻ࢖ࢶㄒ࡛ࡣࠑ⯆࿡ࡀ࠶ࡿ࠿ࡽࠒ࡟㛵ࡍࡿグ㏙ࡀࡶࡗ࡜
ከ࠿ࡗࡓࠋ௚᪉ࠊࠑᤵᴗ࡛ࡋ࠿Ꮫ࡭࡞࠸ࠒ࡜࠸࠺グ㏙ࡀⱥㄒ௨እ࡟ぢࡽࢀࡓ㸦ᅗ 㸧ࠋ

䠄ಶ䠅㻌
䠄ಶ䠅㻌
　一方、【実用目的】は、中国語で＜使用人口が多い＞＜有用性がある＞＜交流したい＞
＜良い成績のため＞に関する記述が見られた。一方英語では、＜使用人口が多い＞＜有用
性がある＞に次いで、＜試験や資格のため＞に関する記述が見られたことが特徴であっ
た（図3-2）。
図3−2　【実用目的】に含まれる言語別の中グループ内訳
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図3−3　【言語への興味】に含まれる言語別の中グループ内訳
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　【回避的選択】は＜苦手なものを避ける＞が英語で最も多く、中国語、ドイツ語、韓国
語、フランス語の順で見られた（図3-5）。
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図3−4　【学習への満足度】に含まれる言語別の中グループ内訳
図3−5　【回避的選択】に含まれる言語別の中グループ内訳
　【学習への満足度】は先述のとおり、中国語において顕著に多いことが特徴であり、
その中でも＜授業への肯定的評価＞、＜楽しいから＞が多く見られた（図3-4）。
工学部二年次の語学科目選択の動機分析
　【馴染みやすさ】は、中国語と韓国語では＜簡単である＞、英語では＜親しみがある＞
が多く見られ、ドイツ語とフランス語には見られなかった（図3-7）。
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　【必要性】は、英語と中国語のみで見られたが、英語はその内の全てが＜必要である＞
に関する記述であり、中国語には＜国際化社会のため＞も見られた（図 3-6）。
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図3−6　【必要性】に含まれる言語別の中グループ内訳
図3−7　【馴染みやすさ】に含まれる言語別の中グループ内訳
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４．考察
　本研究の第一の目的はまず、履修した初修外国語科目が第一希望であった者とそれ以
外との者とで学習成績に違いが見られるかについて調査することであった。一年間の成
績を分析した結果、第一希望の言語を学習したかどうかによる差は見られなかった。こ
れは、初修外国語が学生にとって入学して一年目の選択必修科目であるため、開始動機
に関わらず素直に取り組み、テストの平均点もかなり高いことから、達成感にも支えら
れて学習を続けていると考えられる。
　第二の目的はどのような動機によって選択語学科目を選択し履修するのかについて
調査・分析することであった。二年次の選択語学の履修希望調査において、ドイツ語 
62.8%、中国語 77.8%、フランス語 53.1%、韓国語 68.1%、全体 67.5％もの学生が、現
在履修中の初修外国語科目の継続履修を希望した。このことは二年次にこれ以外に
2 単位英語必修科目の授業があるということを考慮しても、初修外国語を続けて学習し
たいという希望が多いことを示している。
　その選択動機として、【言語技能の向上】【実用目的】【言語への興味】【学習への満足
度】【回避的選択】【必要性】【馴染みやすさ】【その他】の八つの大きな動機が見出され
た。このうち【言語技能の向上】は 34.6％ともっとも多く見られ、今回学生の意見を
詳細に拾い検討することで新たに抽出することができた継続動機として注目に値する。
外国語の学習をもっと極めたいという学生たちの積極性が示されている。さらに、【学
習への満足度】も、一年間受講してはじめて出てきた動機であり、授業の内容や工夫が、
その後同言語を継続して学びたいと思う大きな動機の一つとなることも示された。
　その上、各々の動機について、個々の意見を知り、グループ毎にまとめることでその
概要を把握できたこと、その言語別の特徴が示されたことが大きな成果であった。以下、
言語別に考察する。
　中国語の選択理由は、他の 3 言語とはかなり異なっていた。中国語においては、〔楽
しいから〕、〔先生が良かったから〕、〔面白いから〕という【学習への満足度】が最も高
く、授業内容への満足度が高い結果であった。このことから、学習環境要因が学習継続
の動機に影響を与えていることが示された。また、他の言語の授業担当者は非常勤講師
であるのに対し、中国語の授業担当者は専任教員であるため、授業前後の細かなフォ
ローが行き届きやすいことが挙げられるかもしれない。また、【実用目的】、【馴染みや
すさ】も他の 3 言語より多かった。その背景には、中国経済の急速な発展に対する意
識の高さや漢字を使用する言語に対する親近感がうかがわれる。
　ドイツ語、フランス語、韓国語の３言語の選択動機は、同じような傾向を示し【言語
技能の向上】、【言語への興味】、【学習への満足度】、【回避的選択】の順であった。40％
以上を占めた【言語技能の向上】は、〔より深く学びたい〕、〔まだ学習し足りない〕、〔レ
工学部二年次の語学科目選択の動機分析
ベルアップしたい〕等からなり、これらは新しい外国語の学習に慣れ、さらに続けて学
習したいという向上心といえる。それに加え、〔話せるようになりたい〕、〔読めるよう
になりたい〕など実際に使うことを目的にした実質的な目標が挙げられていた。李ほか
の調査（2017）でこの学生たちは初年度の選択動機として＜使う機会の多さ＞＜専門や仕
事で使う＞といった【実用目的】を挙げた者が多かったが、彼らが実際に使うという目
的をいまだに持って技能の向上を求めていることが分かる。
　また、すべての言語において、【言語への興味】の中では＜多様な言語を学びたい＞と
いう中グループが多くを占めており、その中には、〔様々な言語を学びたい〕、〔英語以
外も学びたい〕、と、英語プラス１の言語学習に意義を見出している学生もいることが
特徴である。さらに、〔授業でしか学べない〕と、これらの外国語を学ぶ機会の貴重性
についても述べられていた。その言語に＜興味があるから＞という学生も多い。これは
ドイツ語で 10名と多く見られたが、英語との類似性と差異とが言語を学ぶ興味となっ
ているのかもしれない。
　一方、初修外国語の継続を希望せず、英語を選択した動機は、【実用目的】、【言語技
能の向上】、【回避的選択】の順であった。これは、国際的に汎用性の高い英語ならでは
の結果と思われる。
５．調査からの示唆
　今回の調査では、選択語学科目として初修外国語と上級英語科目との間から二者択一
しなければならなかった。このことが純粋な学習継続動機を制約してしまう面があるこ
とは否めないが、初修外国語の継続動機が大きく【言語技能の向上】、【言語への興味】、
【学習への満足度】にわたって具体的に明らかになったといえる。
　初修外国語を教える者としては、二年次の学生に対して、技能の着実なスキルアップ
を促すと共に、学生の使ってみたい、という意識を支援していくべきである。また
言語に対する興味も見られるので、その部分も育てたい。英語とはまた異なる言語の深
さを感じ取らせることができるよう努めたい。
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